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WB 1:500-1:1000,IHC 1:50-1:100,IP 1:20-1:50

Calculated MW: 69 kDa; Observed MW: 75,80 kDa
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	主要な細胞骨格構造と細胞膜の結合に関与していると考えられる。上皮細胞では、微絨毛および頂端極の膜波状構造の形成に必要である。PLEKHG6とともに、正常なマクロピノサイトーシスにも必要である。
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	3T3、3T3+PDGF 溶解物中の Phospho-Ezrin (Thr567)/ Radixin (Thr564)/ Moesin (Thr558) のウェスタン ブロット分析 (Phospho-Ezrin/Radixin/Moesin (Thr567/Thr564/Thr558) 抗体を使用)。
	

	Ezrin (Phospho-Thr567)/ Radixin (Phospho-Thr564)/ Moesin (Phospho-Thr558) 抗体を使用した、Hela、CHO-K1、C6 溶解物中の Ezrin (Phospho-Thr567)/ Radixin (Phospho-Thr564)/ Moesin (Phospho-Thr558) のウエスタンブロット分析。
	

	エズリン（リン酸化スレオニン567）/ ラディキシン（リン酸化スレオニン564）/ モエシン（リン酸化スレオニン558）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学染色。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用した。

